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学位論文題名

Study of a View-based 3-D Object Retrieval Method for 3-D Object Reconstruction

（3次元再構成のためのビューベース 3Dオブジェクト復元に関する研究）

コンピュータ技術とデジタルカメラの急速な進歩により,大量のデジタル画像の蓄積が可能になっ

ている. その一方で,現在でも大量の 2D画像から 3Dオブジェクトまたは 3次元シーンを生成する

手法は技術的に困難な作業のままである.

3Dオブジェクトを作成する基本的な手法は大きく 2つに分類される.一つは,処理の過程で 3次元

モデリング法を用い, それから 3D オブジェクトを作成する方法である. もう一つは大量の画像か

ら 3 次元モデルを経由せず, 直接に 3D オブジェクト表現を合成する方法である. ある報告によれ

ば, こういった 3D オブジェクト表現を生成する手法の約 20% が 3 次元モデリングを経由するモ

デルベースの手法であり,残りの 80%が大量の画像から直接に 3Dオブジェクトの画像を生成する

ビューベースの手法であったと報告されている.

これまで 3次元形状モデルの生成に関する多くの研究が行われているが,写実的な画像生成に必要

な高精度の 3次元モデルを作成することは,高コストかつ困難な作業であった.　　著者は 3Dオブ

ジェクトの生成法に関して,画像シーケンスから 3次元モデルを得る手法としてスーパーピクセル

を用いる��手法を提案し,実装してこの方法による 3Dオブジェクトの生成が可能であることを

示した.

一方,3次元モデリング技術と 3次元レンダリングアプリケーションが発展してきた結果,高品質な

3次元モデルを容易に作る方法も確立している.そういう状況を踏まえて,著者は画像から直接 3次

元モデリングするのではなく, 既存の 3 次元モデルを使用する方法に着目し, あらかじめ生成され

た画像群から検索キーとなる画像群との類似性検索により 3 次元オブジェクトを復元するビュー

ベースの 3Dオブジェクト復元手法に着目した.

オブジェクト検索は, 近年多くの研究が注目を集めているが, 特にオブジェクト間の関連性を推定

する手法はオブジェクト検索が直面する重要かつ困難な処理作業である. 著者は, ビューベースオ

ブジェクト検索において, マルチモーダルデータからグラフでの学習を介した, マルチスケールオ

ブジェクト検索アルゴリズムを提案した. 提案手法では, 画像上の形状特徴量はオブジェクトの各

ビューから自動的に抽出される.オブジェクト間の関連性はハイパーグラフ構造として定式化され

ており,そのハイパーグラフ構造においては,特徴量空間における異なるビュー間の距離はハイパー

グラフの連結関係を生成するために使われている.



実際の使用環境で十分なパフォーマンスを得る目的で,著者はマルチスケールハイパーグラフ構造

をオブジェクトの関係表現法として提案している.その表現により,グラフ上の学習を行うことでオ

ブジェクト検索のために使用されるオブジェクトのうち最適な関連性を推定することができるよう

になることが示された.

提案手法の性能を評価するために,著者は国立台湾大学のが提供するマルチビュー画像データセッ

トと ETH が提供するマルチビュー画像データセットを用いて実験を実施した. 提案手法の 3D オ

ブジェクト検索の性能を評価するために, 著者は, 従来手法として代表的な ED, AVC, QVS の 3

手法を取り上げ, 比較実験を行った.3D オブジェクトの検索性能を測定するために NN, F, DCG,

ANMRRの検索性能指数を用いた.その結果,提案手法は従来法と比較しても優位なパフォーマン

スであることが示された.

よって著者は北海道大学博士 (情報科学)の学位を授与される資格あるものと認める.


